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ヘッドライン　先輩たちが後輩たちに伝えたい化学教育
　化学教育を牽引されてこられた先生方が徐々に現役を退かれている。高等学校・予備校・
大学の各現場で活躍された先輩方に，経験豊富な知識や後輩たちに伝えたい日本の化学教育
の今後などについて紹介いただく。また，指導内容や教育で使われてきた実験器具などにお
ける時代の変遷も紹介いただき，読者がより幅広い視点から化学教育を見直す機会とする。
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次号ヘッドライン  新課程に向けた指導のあり方

　奈良工業高等専門学校は，創造の意欲・幅広い視野・自律と友愛を教育理念とし
て，1964 年（昭和 39 年）に“歴史の地”奈良に創立されました。2024 年に還暦を
迎え，2025 年を「新生元年」として新たな一歩を踏み出しています。現在は 5学
科（機械・電気・電子制御・情報・物質化学）にて構成されていますが，2027 年
度入学生より，「専門分野にもAI にも強い奈良高専」をモットーとした組織の改
革を予定しています。これまでも，そしてこれからも，高専出身の優れた技術者・
研究者にご期待ください。
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